
羽田空港に近い京浜島の水素ステーション（東京・大田）

安
定
供
給
確
保
へ
開
発
加
速

エネルギーニッポン産業　いざ反転攻勢

　
地
球
温
暖
化
問
題
を
背
景
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

が
本
格
化
し
て
い
る
。
２
０
１
０
年
も
燃
料
電
池
や
太

陽
光
発
電
な
ど
、
新
エ
ネ
の
新
た
な
取
り
組
み
や
話
題

に
は
事
欠
か
な
か
っ
た
。

年
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
は

新
エ
ネ
分
野
で
攻
勢
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

一
方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
と
っ
て
、
最
も
重
要
な
の

は
安
全
性
と
安
定
供
給
の
確
保
。
新
エ
ネ
の
拡
大
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
安
全
・
安
定
性
を
揺
る
が
さ
な
い
よ

う
、
技
術
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

攻める新エネ・守る安全

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
稼
働
課
題
は
系
統
安
定
化

大量導入時の影響把握 九
州
・
沖
縄
離
島
に
蓄
電
池

期
待
高
ま
る
燃
料
電
池
車

太
陽
光
発
電
時
代
幕
開
け

マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
検
証

　
ま
た
、
九
州
電
力
、
沖
縄

電
力
が
推
進
す
る
の
が
、
離

島
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド

の

実
証
事
業
だ
。
九
州
電
力
が

六
つ
、
沖
縄
電
力
が
四
つ
の

離
島
に
太
陽
光
発
電
と
蓄
電

池
を
設
置
。
島
内
の
電
力
系

統
内
に
太
陽
光
発
電
を
大
量

導
入
し
た
場
合
の
影
響
を
把

握
す
る
こ
と
を
狙
う
。

　
実
証
場
所
の
う
ち
、
最
大

の
設
備
を
入
れ
る
沖
縄
県
の

宮
古
島
で
は
、

年

月

日
に
工
事
が
完
成
し
、
試
験

に
入
っ
た
。
宮
古
島
の
系
統

電
力
の
需
要
は
最
大
で
約
５

万

。
今
回
、
そ
の
８
％

分
に
当
た
る
４
０
０
０

の
出
力
を
持
つ
太
陽
光
発
電

設
備
を
系
統
に
組
み
込
ん

だ
。

　
さ
ら
に
同
出
力
の
蓄
電
池

も
設
置
。
こ
れ
ら
の
設
備
で

太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池
と
の

組
み
合
わ
せ
で
、
系
統
に
入

る
電
力
の
出
力
、
周
波
数
の

平
滑
化
を
検
証
す
る
。
ま

た
、
太
陽
光
発
電
の
予
測
手

法
も
検
討
し
、
予
測
し
た
結

果
と
蓄
電
池
の
残
存
電
気
量

か
ら
発
電
計
画
を
作
成
し
、

安
定
し
た
出
力
運
転
を
実
現

す
る
研
究
に
も
取
り
組
む
。

　
石
嶺
伝
一
郎
沖
縄
電
力
社

長
は
こ
の
事
業
に
つ
い
て
、

「
い
ろ
い
ろ
な
検
証
を
し

て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
系

統
安
定
化
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語

る
。
地
球
温
暖
化
問
題
を
背

景
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の

動
き
は
加
速
す
る
一
方
だ
。

た
だ
、
社
会
の
安
全
性
に
深

く
か
か
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
に
と
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
の
安
定
性
は
欠
か
せ
な

い
。
安
定
性
を
守
り
つ
つ
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
着
実

に
重
ね
、
環
境
と
安
全
を
両

立
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ

か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
全

体
の
重
要
な
命
題
と
な
る
。

▲実
証
事
業
用
の
設
備
が
昨
年

月
に
完
成

沖
縄
・
宮
古

島

　
「
燃
料
電
池
自
動
車

Ｆ

Ｃ
車

と
水
素
供
給
イ
ン
フ

ラ
の
普
及
開
始
に
先
駆
け
る

形
で
、
一
般
ユ
ー
ザ
ー
に
Ｆ

Ｃ
車
を
体
験
い
た
だ
き
、
水

素
利
用
社
会
シ
ス
テ
ム
の
課

題
を
検
証
す
る
こ
と
は
非
常

に
意
義
が
あ
る
」
―
。

　

年

月

日
か
ら
始
ま

っ
た
水
素
供
給
施
設
「
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
運
営
の
実

証
事
業
の
開
始
式
で
、
運
営

者
で
あ
る
水
素
供
給
・
利
用

技
術
研
究
組
合

Ｈ
ｙ
Ｓ
Ｕ

Ｔ
、
東
京
都
港
区

の
吉
田

正
寛
理
事
長
は
事
業
の
意
義

を
こ
う
強
調
し
た
。

　
Ｈ
ｙ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
は
水
素
供
給

の
イ
ン
フ
ラ
構
築
の
研
究
を

目
的
に
、
都
市
ガ
ス
会
社
、

石
油
会
社
な
ど

社
が

年

８
月
に
設
立
。
今
回
、
羽
田

空
港
近
く
な
ど
に
三
つ
の
水

素
供
給
施
設
「
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
建
設
し
、
そ
れ

を
拠
点
に
燃
料
電
池
バ
ス
を

空
港
と
東
京
都
心
間
を
実
際

に
定
期
運
行
さ
せ
る
本
格
的

な
実
証
事
業
に
こ
ぎ
つ
け

た
。

　
具
体
的
に
は
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
東
京
都
杉

並
区
に
、
東
京
ガ
ス
が
東
京

都
大
田
区
の
羽
田
空
港
近
く

の
京
浜
島
に

月

日
そ
れ

ぞ
れ
開
設
。
杉
並
で
は
製
油

所
で
製
造
し
た
水
素
を
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
ま
で
運
搬
す
る
一

方
、
京
浜
島
は
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
供
給
し
て
い
る
都
市
ガ

ス
を
現
地
で
改
質
・
製
造
し

た
水
素
を
供
給
す
る
。

　
そ
し
て
、
翌

日
か
ら
新

宿
駅
と
羽
田
空
港
間
、
東
京

シ
テ
ィ
・
エ
ア
タ
ー
ミ
ナ
ル

東
京
都
中
央
区

と
羽
田

空
港
間
を
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

と
日
野
自
動
車
が
共
同
開
発

し
た
燃
料
電
池
バ
ス

Ｆ
Ｃ

バ
ス

で
、
高
速
道
路
を
使

っ
た
定
期
運
行
を
始
め
た
。

Ｆ
Ｃ
バ
ス
の
高
速
道
路
の
定

期
運
行
は
世
界
で
初
め
て

だ
。

　
Ｆ
Ｃ
車
は
電
気
自
動
車
と

同
様
、
走
行
時
に
二
酸
化
炭

素

Ｃ
Ｏ
２

を
発
生
し
な

い
。
水
素
製
造
時
に
は
Ｃ
Ｏ

２
を
副
生
す
る
が
、
燃
料
電

池
の
効
率
は
内
燃
機
関
の
エ

ン
ジ
ン
よ
り
も
高
い
。
そ
の

た
め
、
一
般
の
ガ
ソ
リ
ン
車

に
比
べ
、
Ｆ
Ｃ
車
は
ト
ー
タ

ル
で
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
３

分
の
１
程
度
に
で
き
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
京
浜
島
の
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
将
来
、

副
生
す
る
Ｃ
Ｏ
２
を
回
収
し

て
埋
め
る
Ｃ
Ｏ
２
回
収
・
貯

留

Ｃ
Ｃ
Ｓ

を
視
野
に
入

れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｏ
２
を
回
収

す
る
設
備
を
設
置
し
、
そ
の

実
証
も
行
っ
て
い
る
。

　
「
回
収
し
た
Ｃ
Ｏ
２
は
工

業
用
の
化
成
品
や
ド
ラ
イ
ア

イ
ス
の
原
料
に
有
効
利
用
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

将
来
は
も
っ
と
大
規
模
に
固

定
化
す
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
も
考
え
て

い
る
」

東
京
ガ
ス
技
術
戦

略
部
水
素
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
グ
ル
ー
プ

と
い

う
。
水
素
製
造
時
の
Ｃ
Ｏ
２

を
回
収
し
て
地
中
に
固
定
化

す
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
が
実
現
す
れ

ば
、
Ｆ
Ｃ
車
の
環
境
性
能
も

よ
り
高
ま
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。

　
今
月

日
に
は
、
Ｊ
Ｘ
日

鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
東
京

ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
会

社
と
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
や
ホ

ン
ダ
な
ど
の
自
動
車
メ
ー
カ

ー

社
が
、
Ｆ
Ｃ
車
の
普
及

に
向
け
た
共
同
声
明
を
発
表

し
た
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は

Ｆ
Ｃ
車
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

進
め
て
、

年
に
は
品
質
保

証
や
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
が

で
き
る
量
産
車
と
し
て
発

売
。
そ
れ
ま
で
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
会
社
は
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
全
国
に
約
１
０
０
カ
所

建
設
す
る
計
画
だ
。
本
格
的

な
市
場
展
開
が
視
野
に
入
っ

て
き
た
Ｆ
Ｃ
車
に
対
し
、
石

油
、
都
市
ガ
ス
業
界
は
そ
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
本
腰
を
入

れ
始
め
て
い
る
。

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
Ｆ
Ｃ

車
に
水
素
を
供
給

▲

　☆ ２０１１年 平成２３年 １月２８日 金曜日 【企画特集】 （ ）

　
一
方
、
電
力
業
界
に
と
っ

て

年
は
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

大
規
模
太
陽
光
発
電
所

時
代
の
幕
開
け
と
な
っ
た
。

　

年

月
５
日
に
関
西
電

力
が
電
力
業
界
で
国
内
初
と

な
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
「
堺
太

陽
光
発
電
所
」

堺
市
堺

区

の
営
業
運
転
を
始
め

た
。
今
年

月
に
全
面
的
に

完
成
す
る
予
定
だ
が
、
一
部

設
備
を
前
倒
し
て
完
成
し
、

稼
働
に
踏
み
切
っ
た
。

　
総
発
電
出
力
１
万

の

う
ち
、
２
８
５
０

分
の

発
電
設
備
の
運
転
を
開
始
。

約
６

の
面
積
に
太
陽
光
パ

ネ
ル
２
万
枚
を
敷
き
詰
め

る
。
年
間
の
発
電
電
力
量
は

一
般
家
庭
９
０
０
軒
分
の
使

用
量
に
匹
敵
す
る
約
３
０
０

万

時
。
こ
れ
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
２
削
減
量
は
年
間
約
１
０

０
０

に
上
る
。

月
の
完

成
時
に
は
規
模
が
約
３
倍
と

な
り
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
は
約

４
０
０
０

に
拡
大
す
る
見

込
み
だ
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環

で
電
源
の
低
炭
素
化
推
進
が

電
力
業
界
の
大
勢
に
な
る

中
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
今
後

も
順
調
に
広
が
る
と
見
ら
れ

る
。
実
際
、
電
力
会
社

社

す
べ
て
が
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の

導
入
計
画
を
立
て
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
一
般
家
庭
や
事

業
者
が
太
陽
光
発
電
で
生
じ

た
余
剰
電
力
を
電
力
会
社
が

買
い
取
る
こ
と
を
義
務
づ
け

た
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

が

年

月
に
始
ま
り
、
住

宅
な
ど
で
太
陽
光
発
電
設
備

の
採
用
も
加
速
し
て
い
る
。

　
だ
が
、
太
陽
光
発
電
は
出

力
が
不
安
定
で
、
そ
れ
が
大

量
に
電
力
系
統
に
入
り
込
ん

だ
場
合
、
系
統
全
体
の
電
力

供
給
を
不
安
定
化
さ
せ
る
懸

念
が
あ
る
。
停
電
が
ほ
と
ん

ど
な
く
、
世
界
ト
ッ
プ
の
安

全
性
を
誇
る
日
本
の
電
力
網

と
、
太
陽
光
発
電
を
調
和
さ

せ
る
施
策
や
技
術
開
発
が
電

力
業
界
の
大
き
な
課
題
だ
。

関
電
は
堺
太
陽
光
発
電
所
と

連
系
す
る
変
電
所
に
蓄
電
池

を
設
置
。
こ
れ
で
太
陽
光
の

出
力
変
動
を
緩
和
し
て
、
電

力
系
統
の
不
安
定
化
を
抑
え

る
研
究
も

年
度
か
ら
始
め

る
。


